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　近年，全国的に良食味水稲品種の 作付けが急増 して い るなかで，香川県にお い て も1991年に は コ シ

ヒ カ リの作付面積が 5，000　ha を越 えた。また，1992年に はキ ヌ ヒ カ リ が新 しく奨励品種 と して 採用

され，今後大幅な作付 け増加が見込 まれて い る 。 これ らの 品種は当初 コ シ ヒ カ リが早期栽培に限定し

て 奨励 された こ ともあ り，現在で も4 月下旬一 5 月中旬に移植 される こ とが多く，その面積も年々増

加の 一途にある。こ の ため
，

これ ら良食味品種を早期栽培 した場合の 生育 ・収量お よ び食味につ い て

の 知見の集積が強 く望 まれ て い る 。 本試験は こ うした背景の なかで，移植時期が キ ヌ ヒ カ リの 生 育 ・

収量お よび食味に及 ぼす影響 を明 らかに しよ うと試み た もの で ある 。

材料および 方法

　試験 は
，

1992年に高松市川部町の 農家水田 にお い て ， キ ヌ ヒ カ リを供試して 行 っ た 。 移植は
， 面積

約800   の 水田 を 4 等分 して
，

3 月 31日 （1期）， 4 月 28 日 （ll期）， 5月26日 （皿期）お よび 6 月24

日 （IV期）に実施 した。栽植密度は30cm× 15cmの 22．2株／ m2 で ， 1株 3 本の 苗を手植えした 。 用 い た

苗50本の平均草丈は ，1期15．3cm，且期 12．　Ocm，皿期15．4cmお よび IV期 19．5cmで
， 葉数 （不完全葉を

含む）は，2．3，2．1，2．5
，
3．4であ っ た 。

　各移植時期 とも化成肥料区 と有機肥料区 （以 下，有機肥 区）に分け ， 化成肥料区内はさらに標肥区

と多肥区を設 けた。 1 区の面積は 50〜100  であっ た 。 10a 当 り総窒素施用量 は
， 標肥区11．OkS

， 多

肥区17．3kgとし， 有機肥区は用 い た資材の 窒素含有率を計算 して多肥区 と等 しくなる よう設定 した 。

こ れ らを標肥区で は 基肥 として 6．Okgを施用 し，残 りは出穂期20日前頃に3．　Okg，出穂期に 2．　Okgを追

肥 した。 多肥区と有機肥 区で は基肥 に12．Okgを施用 した後 t 移植後10日目と20日 目に0．9kg，出穂期

20日前頃と出穂期 に 1．7kgを分追肥 した 。 なお，標肥 区 と多肥区は全 て化成肥料で 与 えたが ， 有機肥

区で は用い た資材の施用指針に従 っ て，基肥 には全量有機質肥 料を用 い ，他の時期は有機質肥料で 0．

3kgを与え， 残 りを化成肥 料で補 っ た 。

　生育初期，最高分げつ 期，出穂期お よび収穫期に 9株 を採取 し，生体重によ り中庸の 5 株を選び ，

＊　大要は第29回講演会 （平成 4 年11月）にお い て発表
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部位別 （葉，葉鞘＋稈，穂）に分 け，70〜80℃で48時間通風乾燥 させ た後， その乾物重 を測定した 。

　収穫は， 1期 8月26日，n期 9月 2 日，　 H【期 9月 9 日お よびIV期 9 月26日に行 っ た 。 収量調査は 50

株× 3 反復で 行 っ た 。 粒厚1．8mm以上の 玄米を精玄米とし，穂数は 10株 ，

一穏籾数は平均穂数に近い

3 株の 全穂に つ き計数 し，平均
一
株穏数と平均

一
穂籾数お よび栽植密度か ら  当 り総籾数を算出した 。

千粒重は精玄米に つ い て 測定 し， 登熟歩合は比重 1．06の 塩水選によ り求め た 。 また，収量 調査を した

3反復分の 中か ら無作為に 2 反復分を選び
， その 精玄米を材料にオー トア ナ ライザ

ー
で ア ミ ロ

ー
ス 含

有率 を，イ ン フ ラライザーで タ ン パ ク質含有率 を測定 した 。

　気象要因につ い て は，試験水田 よ り東北東に約 3km離れた香川県農業試験場の 測定値 を使用 した 。

結　　果

1、気象経過

　第 1 図に ， 試験期間中の半旬別 日平均気温 （1 日24回の 測定値の平均値） と 1 日当 りの 日射量お よ

び平年 （1961〜1990年の 30年間平均値）の 日平均気温の推移を示 した 。 なお
， 参考の ため 1991年度の

測定値 も記入 した 。 日平均気温につ い てみ る と， 5 月中旬か ら低温傾向に入 り，特に 6月 中下旬の 温

度低下 が著 しく，
8 月中も

一
貫 して平年値 を下同 っ た。 日射量は平年値が無 い た め年次傾 向をみ る こ

とは出来ない が
，
1991年に比 べ 7 月中旬と同下旬か ら 8月中旬頃 まで の 日射量が顕著に少なか っ た 。

こ の ように
，
1992年は 8 月中の 悪天 候が 目立 っ たが t こ れ は毎週の ように襲来 した台風の 影響に よる

もの で ある 。

　第 1 表は，出穂期 とそ の前後の時期の 平均気温お よび 日射量を示 した もの である 。 1期は 7 月 19〜

22日，ll期 は 7月26〜29日，皿期は 8 月 4 〜 7 日およびW期 は 8月22〜24日に出穂期 とな り，移植期

か ら出穂期まで の 日数 と積算 日平均気温は
， 1期で は平均 111日で 2036℃ ， ll期で は同90日で 1865℃ ，

皿期で は同71日で 162ユ℃お よ び W期で は同60日で

1503℃で あ っ た 。 移植期から収穫期 まで の 全生育

期間を穎花分化始期にほぼ相当する出穂期前25 日

と出穂期 とに よ っ て 3分 して み る と
， 移植期か ら

出穂期前25日まで は 日射量に大差 はなかっ たが ，

平均気温は移植時期が早い ほ ど低 く推移 した 。 そ

の 後出穂期 まで は
， 平均気温の 差は縮 まっ たが ，

日射量は 皿期 と皿期が多くな り，1期 とW 期が少

な くなっ た 。 出穂期後は逆に移植時期が早 い ほ ど

平均気温は高 くな っ たが
，

日射量 に大差は なか っ

た もの の移植期 から出穂期前25日まで の期間に比

べ 少なか っ た 。
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第 1 図　気象経 過
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第 1 表 出穂期 お よ び生 育期 間中 の 気温，日射量 （施肥 区平均）

移植期 出　穂　期
移植 期

〜
出穂期 1t t7 3

亠
し．

日数 Σ T 　Σ S T 　　 S T 　 　 S T 　　 S

期

期

期

期

−

且

皿

W

7 月 19日〜22日

7 月 26日〜29日

8 月 4 日〜 7 日

8 月22日〜24日

111　　2036　　1882　　　　16．9　　17．8

90　　1865　　1581　　　18．9　　17．8

71　 1621　 1213　　　20．9　 16．8

60　　1503　　　930　　　　24．2　　16、3

23．2　　13．9　　　26．5　　16．1

25，2　ユ6．7　　 26 ．4 　15，5

26．3　　ユ7．6　　　26 ．l　 l5．7

26．2　 ユ4 ．3　　　24、3　 14．8

注）　 t、 移植〜出穂期 25日前， t2　 出穂期 25日前〜出穂期，　 t。　 出穂期〜収穫期

　　Σ T 　積算 日平均気温．（℃），Σ S　積算 日 日射量 （MJ ノ  ），

　　　T　平均 日平均気温（℃ 〉，　 S　平均 日日射量 （MJ1   ）

2 ．乾物生産

　第 2図に，標肥区に おける移植時期別乾物重 （地上 部）の 推移を示 した。 1期 は乾物重増加の停滞

期間が最 も長 く，移植後40 日を過 ぎた頃か ら徐々 に増加し始め た 。 最高分げつ 期頃 まで の 増加 も 4 移

植期中最 も緩慢で あっ たが，そ の 後は成熟期 に至る まで ほ ぼ 直線的に増加 した 。 皿期は 1期よ りも乾

物生 産 を始め る まで の期問が短か っ たが，最高分げつ 期頃まで の 増加 は 1期 と同様の 傾向を示 した 。

その後急激な増加 を示 し，出穂期頃まで の増加量は最高とな っ た。 しか し， それ以降の 増加量は再 び

低下 し， 全体 と して は S 字型に近 い 型で推移 した 。 皿期 とrv期 は類似の 増加傾向を示 したが，乾物生

産を始め る まで の 期間は IV期が最 も短か っ た 。 なお
， 図示 しなか っ たが，施肥 法間で は各移植時期 と

も多肥区が他区を上回っ て推移 したが
， 標肥

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

区 との差は小 さか っ た 。 有機肥区は常 に最 も

低 く推移 した 。

　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　乾
　第 3 図に，標肥区 の 個体群生長速度 （以下 ，

　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　物
CGR ）と日平均気温 （以下，平均気温）お
　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　重

よび 日平均 日射量 （以下 ，日射量）との 関係

を出穂期 の 前後に分け て 示 した 。 移植期か ら
（9／nf

出穂期 まで は，平均気温が高い ほ ど CGR が

高 くな る 傾 向が認め られたが，日射量とは
一　　　

定の傾向を示 さなか っ た 。

一
方 ， 出穂期か ら

成熟期にかけては，平均気温 との 関係 は弱 く

な り， 逆に 日鰻 と の 問に龍 な正 の 相関 （・ 　 　 蘓 點 綾ぱ
一… 96

’

）が認・ ・れ・ ・うにな・ た・
．
　 　

第 2
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3．収量および収量構成要素　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＋［　一出穂期

　第 2表に収量お よび収量構成要素を示 した 。 移植時　　　20　 20
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 CGR

期別で は 1株当 り穂数 （以 下，穂数），
  当 り総籾数 （以 （g／m

’IH）

　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 10　 　［0

下 ， 総籾数）と も早植えほ ど多くなる傾向にあっ たが ，

1期 と 且期 の 差 は小 さか っ た 。 登熟歩合 は N 期で 高
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 10　　　20　　　 30

か っ た他は ， それ ほ ど大 きな差は認め られ なか っ たが，　　　　 日平均 気温 （℃ 〉　 日平均 日射量 （MJ ／曲

　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　 出 穂 期〜成 熟期

同籾数で の登熟歩合 は
， 早植区 （L 　ll期）で高くな

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 18 18

る傾 向がみ られた 。 千粒重は移植時期が早い ほ ど明 ら　 CGR

　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　 （9／  ／H ）
か に軽くな っ た。 　　　　　　　　　　　　　　　　　 17 t7

　収量は H期が 最高とな っ た が
， 1期 とll期の 差は小

さか っ た 。 IV期の収量は ［，且期区よ り7．5％程度少　　　
le2r4

　　25　　26　
16

　 　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日平均気温 （℃ ）　　 日平均 H射量 （MJ ／  ）

な く， 皿期の 収量 は IV期よ りもさ らに少なか っ た 。 　　 第 3 図 個 体群生 長 速度 （CGR ） と平 均気温 お よ び

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 日射量 との 関係 （標肥 区）

　施肥法別で は
， 穂数は多肥区で 多 く，有機肥区で 最　　　　 Q ：1期，△ ：H期，［］：mma × ：IV期 （1gg2年〉

第 2表　収量 お よび収量構成要素

EN 　 GN 　 AN T 　　 W 　　 Y

　 標肥

1　多肥

　 有機

21．9　 84．9　 41278

22．2　 81．8　　40311

19．0　　80．2　　33828

76．2　　19．2　　616

75．4　 18．7　　618

87．6　　19．7　　600

　　標肥

ll 多肥

　　有機

21．9　78．8　 38310
25．8　 72，3　 41413

17．8　　83．1　　32841

76．7　　19，7　　637

64．0　　19．3　　627

89．1　　20．1　　588
1992

　　標肥

皿　多肥

　　有機

16．4　81．9　　29824
22．0　　78．8　　38486

15，5　80．8　 27803

82．4　20．9　 530
61，8　　20．1　　504

90．8　 21，3　 511

　　標肥

IV　多肥

　　有機

17，6　　76．1　　29732

17，8　 71．4　 28217

14，5　81．5　 26235

85．2　　21．7　　582

80，8　　21．5　　574

93．6　　22．3　　547

EN ；穂数 （本／株），　 GN ：1穂籾［数 （粒／穂）

AN ：総籾数 （粒／1  ），　 T ：登熟歩合　（％）

W ：千粒重 （g ）， Y ：収量 （g ／  〉，
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も少 なかっ たが，
1 一穂籾数に明らか な傾向は認め られなか っ た 。 登熟歩合 と千粒重は有機肥区が最も

高 く，多肥区で低か っ た 。 収量 は，各移植時期 とも有機肥区が最低で あっ た 。

　第 4 図に
， 収量 と総籾数お よび登熟歩合との 関係を示 した 。 収量 と総籾数 と の関係 をみ る と， 登熟

期の 気象条件が劣 っ た皿期の 多肥区を除 くと0．1％水準で 有意な正 の相 関関係に あ っ た 。 しか し，詳

細にみ る と収量は総籾数が 3．6万粒前後の 時に最高 （6379 ／  〉 とな り， それ以上の籾数では停滞も

し くは低下 した 。 収量 と登熟歩合は
， ［旺期の 多肥区を除 くと全体 として は負の 相関関係が認め られた

が，関係はそ れほ ど強い もの で はなか っ た 。 図示 しなか っ たが ， 収量 と千粒重とは r ＝−0，6ゴの 負の

相関 を示 した 。 なお，総籾数 と穂数およ び一穂籾数との 相関係数はそれ ぞれ r ＝0．95
＊ 絆

， r ＝ 0．07

であ り，総籾数の 多 さは ほ とん ど穂数によ り決定され た 。 また，穂数と最高分げつ 期0）茎数との 間に

　 　 　 　 　 ネ ＊ ＊

は r ＝ 0．88　 の相関関係が認め られた 。

　第 5図に，収量構成要素と気象要因との 関係 を示 した 。 総籾数と出穂期 まで の平均気温 との 間には

有意な負の相関が認め られ，出穂期 まで の 平均気温が低い ほ ど総籾数は 多くなっ た 。

一
方，千粒重は

出穂期 まで の 平均気温 と有意 な正の相関を示 した 。 登 熟歩合を直接支配する気象要因は無 く，出穂期

後の 日射量 との 関係 も有意で はなか っ た。 しか し，出穂期後 日射量／総籾数とは 1 ％水準で 有意な正

の 相関を示 し， 1籾 当りに受 ける 日射量の多少が登熟歩合に強 く影響する こ とが認め られた 。
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4 ．理化学的食味特性

　第 3表に，ア ミ ロ ース 含有率 ，
タ ンパ ク質含有

率お よびそ の 分散分析の結果 （F 値）を示 した 。

ア ミロ
ー

ス 含有率には移植期間で 有意な差が認め

られ， 1期では平均14．0％，H期で は同14．9％，

皿期で は同14．8％ お よび IV期で は同 17．2％で あ

り， 早植えほ ど低か っ たが
，
li期 と盥期 の 差は無

か っ た。タン パ ク質含有率は施肥法間に有意な差

があ り， 多肥区が平均 9．4％で 最 も高 く， 次 い で

標肥 区が 同9．2％ ， 有機肥区が 同8．8％ とな っ た 。

第 3 章　理化 学的食味特性
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1％水準で 有意

考　 察

1．乾物生産

　温度や 日射は生育の 各段階で植物体に強い 影響を及ぼ し， それを通 じて物質再生産の 基本的な方向

　 　 　 　 　 e：：

を規定する　。 そ こ で，出穂期を境に した 2つ の 生育段階にお ける乾物生産に及ぼす温度と日射の 影

響につ い て検討した 。 そ の結果，移植時期が早い ほ ど乾物重の 増加が始まる まで の 期間が長 く，最高

分げつ 期頃まで の 乾物増加も緩慢で あっ た 。 しか し， 最高分げつ 期以 降の 乾物増加は ， む しろ移植時
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 T ／

期が早 い ほ ど急激に行わ れた 。
こ れは，佐本 ら　 の 報告と同様の 結果であ っ た 。

　 　 　 　 　 　 9）

　また，鈴木　は，生育初期には葉面積の 増加がその まま乾物重の 増加に結びつ き，気温 と乾物生産

との 間に正の 相関が認め られたの に対 し，穂揃 い 後の 乾物生産は 日射量とは正，気温 とは負の相関が

認め られた と報告して い るが ，本試験にお い て も鈴木の 報告をおお むね支持する結果が得 られた 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 6／
　

一般 に植物は，温度の上昇に伴 い 葉面積を増加させ る 。 従っ て，温度は こ の効果を通 して拡大再

生産の段階 にある植物の個体群生長速度 （CGR ）を強 く規定する 。 イネの場合，幼植物の CGR は

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 り

少な くとも30℃ ぐらい まで は，温度の 上 昇に伴い ほぼ直線的に増加する　。 移植時期が早い ほ ど乾物

増加 を始め る まで の 期間が長 く，最高分げつ 期 まで の 乾物増加が緩慢で あ っ たに も関わらず，それ以

降の増加が急激であ っ た の は ， 生育初期の低温に よる茎数増加が関係 して い る と思わ れ る。 すなわ ち ，

生育初期の 低温 によ り葉面積の拡大は抑制 されたが，反面，分げつ の 発生が促進されたこ とに よ っ て ，

その 後の気温上昇に伴 う葉面積の 拡大が急 とな り，乾物重の 増加 につ なが っ たと推察される。

　 こ れ に対 し ， 日射は葉而積の拡大に対 して抑制的に働 く面 を持 ち， 拡大再生産の段階にある植物に

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ti）

対 して は必ず しも顕著な促進的効果をもつ と は 限 らない 。 さら に
， 葉の 形成が既 に 停止 して い る 出

穂期以降は ，葉面積の増加に よ る乾物増加 はあ りえない 。 従 っ て
，

こ の 時期か らは限 られた葉面積 に

い かに 多くの 日射エ ネル ギーを取 り込むかが最 も重要 な問題 とな っ て くる 。 こ の ため
， 出穂期以降は
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全体 として の 日射量 の多寡が大 きな意味を持ち，乾物生産に も強 く影響する ように な ると考え られる 。

　以上 よ り，移植時期が早 い ほど乾物生産 を始める までの期間は長 く， 最高分げつ 期頃まで の増加は

緩慢であっ た 。 しか し，それ以降は急激な増加 を示 し，出穂期から成熟期まで の 増加量 は移植時期が

早 い ほ ど多くなる傾向が認め られ た 。 さらに ，乾物生産に は出穂期 を境 としてそれ以前で は気温が ，

それ以降で は 日射量が強 く影響を及ぼすこ とが判明 した 。

2．収量および収量構成要素

　収量は
， 早植区 （1， ll期）の 方が普通植区 （IV期） よ り7．5％程度多くな っ た 。 また ， 5 月末移

植の 肛期区は， 4移植期中最 も低収で あ っ た が，これ らの差 は主に総籾数の差 に起因す る と考えられ

た。 第 5 図にみ られ るように
， 総籾数と出穂期 まで の 平均気温 との 間には有意 な負の相関関係が成立

し，総籾数は出穂期以前の 温度条件に よっ て 強 く影響された 。 また
， 総籾数 は

一
穂籾数よ りも穂数と

の 関係が強 く，穂数は最高分げつ 数と密接に関係 して い た 。 最高分げつ 数は移植期が早 くなる ほ ど増

加したが
，

こ れ は次の よ うな理由に よる と考えられ る 。 分げつ の 発生 ・生長に は炭水化物と無機養分 ，

特に窒素の 供給が不可欠である こ とが知られ て い る
4）

が，
一

般 の 水田 で は生育初期に無機養分が不足

する こ とは少ない
。 従っ て，分げつ の 発生は主に母茎の 炭水化物の 蓄積の 多少に よ っ て決定され る と

　 　 　 　 　 　 　 　 　 Io）

言え る 。 山田 ・太田　に よれ ば
， 分げつ 期の葉鞘部の糖 とデン プン の含有率は早植え稲の 方が高 い と

　 　 　 　 　 sレ

され，佐本　はその 含有率の 順位は 出穂期まで変わ らな い と報告 して い る 。 また
， 分げつ 期を低温に

経過するほ ど，母茎の伸長は抑制 される。従 っ て，早植区で は余 っ た炭水化物が母茎に多量に蓄積さ

れ るため，分げつ の 発生が促進され茎数が多 くなる と推察される 。 しか しなが ら，本試験の 場合，1

期 と且期の 茎数お よび穂数の 差は少な く，楠谷 ら
S ）

が指摘する ように極端な低温 も茎数増加に は つ な

が らな い と考え られ た 。

　こ の ように
， 早植 区の 多収 は，分げつ 期の低温 → 茎数の 増加 → 穂数の 増加→ 総籾数の 増加 ，

とい う

経路によ っ て もた らされた と判断で きるが
， 無制限な籾数の増加が 直接増収 につ なが るわけで はな

　 3i
い

。 すなわち， 第 4 図にみ られ た ように，総籾数がお よそ3．6万粒を越 える と収量 は停滞 もしくは

低下 した 。 従 っ て ， 本県にお ける キ ヌ ヒ カ リの 最適籾数は 3．6万粒程度 と推察され るが
，

これ以上 の

級数で収量が増加 しない の は登熟歩合の 低下 による もの である 。 これは，籾数3．6万粒未満区の 登熟

歩合が総て 80％を上回 り，そ の 平均値が 84．2％ で あっ た の に対 し，3．6万粒以 上 の 区の 平均登熟歩合

が 70．8％にす ぎなか っ たこ とか ら も知る ことが 出来る 。 これ らよりみて，収量 は基本的には総籾数の

多少に最 も強 く規制 される と言 えるが，登 熟歩合の 影響 も無視する こ とは出来ない
。 この ため

， 籾数

を減ずるこ とな く登熟歩合を高 く維持する こ と，ある い は登熟歩合を低下 させ る こ とな く最適籾数に

近 い 籾数を確保するこ とが多収栽培の ため の要件になるが ， 同籾数で の登熟歩合は早植区の 方が普通

植区よ りも高 くなる傾向がみ られた 。
こ れは，早植区で は豊富 な日射量の もとで出穂期後 も旺盛 な乾

物生 産が継続する こ とに よる もので あろ う
S ）

。 従 っ て
， 早期移植 は籾数お よび登熟歩合の 両面か らみ

て，普通期移植 よ りも有利で ある と考えられ る 。 なお
，   期区の 収量が低か っ た詳しい 理由は不明で
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あるが，出穂期後 （8月中）の台風の影響や，他区よ りも紋枯病が多く発生 した こ とも原因の
一つ と

思われる。

　施肥法別 に は標肥 区の 収量が最 も高 く，次 い で 多肥 区で あ り， 有機肥区は総ての移植期におい て最

も低収で あ っ た 。 多肥区の 収量が標収区よ りも劣 っ たの は ，籾数が過剰にな り登熟歩合が極端に低 く

なっ たためである 。 また，有機肥区は穂数お よび総籾数が明 らかに少 なく， 千粒重 と登熟歩合が高い

に も関わ らず多収に は結び つ かなか っ た 。 こ の ため，施肥法を現行の 標準以上 に多 くする必要はな く，

倒伏や食味の 点か らも基準施肥量は厳守すべ きと考える 。

　以上 よ り，早期移植は適正施肥量 を守る限 り，増収の た め の 有効な手段 にな ると思 われ る。 ただ し ，

1期 と且期の 収量 差か らみ て，移植期 を 4 月以前 まで 早め る意義は薄く，
む しろ年によ っ て は移植後

が低温にす ぎて茎数増加が抑制 され ， かえっ て 減収する可能性もある 。 従 っ て，これ らよ りみて，本

県におけるキ ヌ ヒ カ リの最適移植期は 4 月下旬頃 と判断される 。

3．理化学的食味特性

　ア ミ ロ ース含有率は早植えに よ っ て 明 らかに低下 したが，タ ン パ ク質含有率は移植時期 によ りほ と

ん ど変動 しなか っ た 。

一
方，施肥 法との 関係で は，タ ン パ ク質含有率は多肥区で高 く， 有機肥区で低

くな っ たが ，
ア ミ ロ ース 含有率に

一
定の 傾向は 認め られな か っ た

。
こ の よ うに

，
ア ミロ ース 含有率は

施肥法よ りも移植期の影響を強 く受けたが ，早植えに よ りア ミ ロ
ー

ス 含有率が低下する の は
， 登熟期

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 z・5 ）

の高温に よる もの で ある　 。

一
方，タ ン パ ク質含有率は移植期 よりも施肥法に強 く影響 された 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2 コ

　こ れ ら理化学的食味特性 と実際の 食味との 関係に つ い て，稲津　は北海道にお い て登熟気温が高 い

ほ どア ミ ロ ース含有率が低 くな り，
こ れが 食味の 向」二に反映する こ とを明 らかに して い る 。

一方 ， 楠

谷 ら
SJ

は香川県 にお い て移植期 を変えて栽培 した場合，食味はア ミロ
ース 含有率とは無関係であ っ た

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 11）

が ，
タ ンパ ク質含有率が高い ほ ど飯は硬 くな り食味が劣 っ た こ とを報告して い る 。 吉永ら　も，香川

県産の 数品種に つ い て ア ミ ロ
ー

ス 含有率 と飯の 粘 りとの 関係を検討した結果，両者 の 問に特別な関係

は認め られなか っ た と述べ て い る 。

　 こ の ように，早期移植 によ っ て ア ミ ロ ース 含有率は顕著に低下するが，もと もと登熟気温 が高い 暖

地にあ っ て は
，

こ の こ とが直接食味の向上 につ なが るとは限 らな い
。 む しろ食味には施肥条件 を反映

した タ ン パ ク質含有率の 方が 強 く影響す ると考えられ る 。 従っ て，食味の面からも早期移植の 中で の

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 5ノ
多肥栽培は避けるべ きで あろ う 。

摘　　要

移植時期が キ ヌ ヒ カ リの 生 育，収量お よび食味に及ぼす影響を調査 した 。

1 ，平均気温 は平年値に比較する と 5 月中旬から低温傾向に入 り， 特 に 6 月中下旬の 温度低下が著 し

　　く， 8月 中 も
一
貫して

’F年値 を下回 っ た 。 日射量は，1991年 に比べ 7 月中旬 と同下旬から 8 月中

　 旬頃まで 顕著 に少なか っ た 。
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2 ．乾物生産量 は，出穂期頃 まで は ll期区が最も多か っ たが，出穂期後は移植時期が早 い ほど多くな

　　る傾向が み られた 。 個体群生長速度 （CGR ）は，出檍期 まで は気温に，出穂期後は 日射量 に強

　　 く影響 された。

3 ．移植時期が早 い ほ ど，穂数お よび   当 り総籾数は多 く，千粒重は軽か っ た 。 収量 は
， 総粗数が

　　3．6万粒程度で最高とな っ た 。 1 ， ll期区の 収量は，慣行の普通植区で あるIV期 を平均 7．5％上回っ

　　た Q4

，総籾数は出穂期まで の 平均気温と負 の，千粒重は同平均気温 と正 の 有意な相関関係にあっ た 。 登

　　熟歩合 と 1籾当 りの 出穂期後日射量 との 問には有意 な正の相関関係が認め られた 。

5 ．早期移植 に よ り玄米中の ア ミロ
ー

ス 含有率 は低下 したが ， タ ン パ ク質含有率に差は認め られ な

　　か っ た。タ ン パ ク質含有率は
， 移植期を平均する と多肥 区で 最も高く，有機肥区で最 も低か っ た 。

6 ．以上より，香川県におけるキヌ ヒ カ リの 最適移植期 は 4 月下旬頃 と推察された 。 また，施肥量は

　　収量お よび食味の 両面か らみて ， 現行の 基準量以上 に多 くする必要 はな い と考 えられた 。 有機肥

　　料による増収効果は認め られなか っ た 。
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